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Asの厚さは3cm。砂を主体とし、径1
0mm以下のボタやガラス片を混じる。
全体に良く締め固められている。
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マサ土起源の粘土を主体とし、砂分
や径5mm以下の礫を含むなど不均質
な層相をなす。含水量が少なく、試
料は凝固状をなす。
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マサ起源の粒径不均一な砂を主体と
し、粘土分を混じるほか、径2～10m
mの礫を含む。
礫種は花崗岩や結晶片岩などよりな
り、礫は全体に丸みを帯びることか
ら上流山地より供給されたものと判
断される。
試料は凝固状で採取され、含水量が
やや少ない。
深度3.7mや4.7mには、縞状の礫層を
挟むなど、堆積構造が認められる。
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当地の基盤をなす花崗岩である。
岩組織が認められ、石英や長石が判
別できる。
試料は凝固状で採取され、やや強い
指圧で壊れる程度の硬さをなす。
N値20以上を示し、擁壁の支持層と
して、取り扱うことができる。
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上層よりもさらに、岩組織が鮮明に
なり、石英、長石のほか雲母が判別
できる。
試料は半固結土状で採取され、強い
指圧でないと壊れないほどの硬さを
なす。
深度8.3m付近は、厚さ3cm程度の石
英脈を挟む。
N値はすべて50以上を示し、施工上
は軟岩に区分される。
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および結果

孔内水平載荷試験
E=3112kN/m2
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